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研究概要
・従来、専⾨技術者でなければ判別観察困難とされてきた⽯綿
の偏光顕微鏡観察を、プラスチック製偏光シートを活⽤したキ
ットと 100〜250倍のハンディ型簡易顕微鏡を組み合わせた⼿
法で解決した（特許第 6396612号）。
＊写真は、１分の試料調製で観察できた建材中のクリソタイル
・観察原理は公定法である JIS A 1481の偏光顕微鏡による観察
と同じ。ハンディ型簡易顕微鏡で観察できる⽯綿繊維サイズには
限界があるが、器材が軽量・操作が簡単・誰でも・その場で・迅速に⽯綿（アスベスト繊維）を
観察できる「セルフチェック法」であり、⽯綿の存在を⾃分の⽬で⾒て実感できることで、⽯綿
環境リスク教育や環境リスクコミュニケーション活動の教材としても利⽤可能。
＜⽯綿環境リスクを伝えるために⾏った、リスクコミュニケーション活動例＞

＊東京都築地市場解体⼯事前の市⺠向けアスベスト勉強会（2018.10）、等でワークショップ開催。
＊⼤学等環境安全協議会実務者連絡会にて、古い理系機器廃棄物管理者のための勉強会を開催中。
＊アジア・アスベスト禁⽌ネットワーク会議（2018.9、2023.5）等にて、ワークショップ開催。

・現在は、この簡易偏光観察によるセルフチェック法の普及のために、さらなる実⽤性の向上を
⽬指して他⼤学研究者らとさらに追究展開中である。

アピールポイント
・セルフチェック法は、現場で、安全、簡易、迅速に⽯綿を⾒つけられる⽅法である。
・セルフチェック以外にも、災害等緊急時の廃棄物の⽯綿含有分析、公定法の前のスクリーニン
グに活⽤できる可能性がある。

・⽇本のアスベスト使⽤建物の解体ピークは 2030 年といわれ、⽯綿建材調査者育成が急務であ
る。現場で簡単に⽯綿が観察できるので、リスクコミュニケーションに役⽴てられる！
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アスベスト環境リスク低減に資する

安全・迅速・簡単アスベスト偏光観察技術の開発
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